
< 第 三 種 郵 便 物 認 可 >

剛
6
3
副
眉
達
目
5
1

円Q

、
七

52

饂

茨

F

撰

C

r

①遺書
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(高坂満庫留、光言社、 800p])

③水戸つぼへの手紙

(池田光男、茨城新聞社、1700円)
④天使の自立 上・下

( シ ド ニ ィ ・ シ ェ ル ダ ン 、
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⑥大往生
(永六輔、岩波書店、 580円)

⑥検察捜査
(中嶋博行、錆談社、1400円)

⑦人間・失格
(野島伸司、幻冬舎、1300円)

⑥世界大恐愧
(ラビ・バトラ、

総合法令株式会社、1600円)

③敗と官
(後藤田正晴、講談社、1500円)

⑩小樽地獄坂の殺人

(山村美紗、鶉談社、760円〕
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( 竹 内 まりや、 W ・ M 、 2 9 0 0 円 )

⑥ フ ロ ム ・ ザ ・ ク レ イ ド ル

( エ リ ッ ク ・ ク ラ プ ト ン 、 W ・ M 、

2400円)

②ア・プレィス・イン・ザ・サン

( 今 井 美樹、 C A 、 3 0 0 0 円 )
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む
譴
酎 ペ

ル
1
共
和
国
の
首
都
リ
マ
市
に
あ
る
ペ
ル
1
国
立
博
物
館
で
今
月
十
五
日
、
笠
間
市
の
陶
芸
職
人
、
福
田
奥
さ
ん
(
六
 
)
が

寄
贈
し
た
世
界
一
巨
大
な
笠
間
焼
花
瓶
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
た
。
式
典
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ク
モ
リ
大
統
領
を
は
じ
め
、

両
国
の
大
使
館
関
係
者
や
文
化
人
、
軍
隊
な
ど
約
三
百
人
が
出
席
し
て
巨
大
花
瓶
前
で
華
や
か
に
行
わ
れ
、
福
田
さ
ん
も
感
無

量
の
面
持
ち
。
花
瓶
の
台
と
な
る
笠
間
産
の
御
影
石
に
刻
ま
れ
た
笠
間
市
(
K
A
S
A
M
A
)
の
名
は
、
南
米
ペ
ル
1
の
地
に

永
遠
に
残
る
。

(
久
保
田
正
子
)

◇…・ B o o K

ペルー国立博物館中庭で行われた巨大花瓶の引き渡し式
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A
M
O
R
椎

(
ス

ペ
ィ
ン
語
で
『
愛
の
旅
立
ち
』
)
の
文
字
が
刻
ま
れ
る

巨
大
花
瓶
周
辺
の
整
備
は
、
博
物
館
専
属
の
庭
師
を
中

心
に
式
典
前
夜
ま
で
続
け
ら
れ
た

Ⅲ瞥

平
成
四
年
一
月
、
笠
間
市
の
が
り
、
七
月
に
発
皿
し
だ
[
臣

「
製
陶
ふ
く
だ
」
五
代
目
、
福
大
花
瓶
を
支
援
す
る
会
」
(
金

田
奥
さ
ん
(
六
一
)
が
一
年
か
け
て
子
卓
也
会
長
)
を
中
心
に
、
必

完
成
さ
せ
た
。
高
さ
七
・
二
要
た
輸
送
料
(
約
一
千
万
円
)

屑
、
重
さ
四
ノ
。
厚
さ
は
上
の
の
寄
付
を
集
め
た
。
現
在
の
と

方
で
最
小
八
防
、
下
の
方
で
最
こ
ろ
、
寄
付
は
約
五
百
万
円
集

大
二
十
『
。
今
年
三
月
、
ペ
ル
ま
っ
て
い
る
。

二
ス
テ
ィ
オ
ン
新
聞
も
「
珍
し

全
マ
ス
コ

い
の
で
大
き
く
写
真
入
り
で
報

ミ
、
が
第
本
里

道
す
る
」
と
興
奮
気
味
。

報
道
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
こ

一
文
学
者
や
考
古
学
の
活
躍
を
た

高
さ
七
・
二
屑
と
い
}
っ
世
界
の
前
日
、
大
統
領
が
花
瓶
の
引

た
え
、
「
文
化
援
助
に
つ
い
て
最
大
の
巨
大
花
瓶
の
贈
呈
は
、
き
渡
し
式
に
出
席
す
る
こ
と
が

改
め
て
感
謝
す
る
」
と
続
け
ペ
ル
ー
の
報
道

皿

関
係
者
か
ら
各

機
関
が
ニ
ュ
I

社
に
F
A
X
で

巨
大
花
瓶
引
き
渡
し
式
の
臼
ス
と
し
て
大
き
一
冒
鞠
〈

流
れ
た
と
か
。

そ
の
た
め
、
文

化
を
担
当
す
る

訴
躍
す
る
海
洋
学
研
修
の
船
は
な
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
。
し
か
し
局
と
、
新
聞
、

「
現
在
ペ
ル
ー
の
北
の
方
で
大
統
領
選
挙
を
控
え
て
、
多
忙
あ
る
全
テ
レ
ビ
』
・

記
者
に
交
じ
っ

茨
城
県
か
ら
の
寄
贈
で
す
。
こ

「
ど
う
し
て
も
引
き
渡
し
式
に
雑
誌
の
ほ
ぼ
全

記
者
の
姿
も
チ

の
よ
う
に
茨
城
は
多
く
の
援
助
出
席
し
た
い
」
と
の
た
っ
て
の
社
が
、
引
き
渡

を
し
て
く
れ
る
印
象
的
な
県
で
希
望
で
、
二
つ
の
予
定
を
キ
ャ
し
式
の
取
材
に

す
。
今
回
の
花

ン
セ
ル
し
た
と
殺
到
し
た
。

皿ラ
ホ
ラ
。
総
勢

五
十
人
と
い
う

報
道
関
係
者
が

瓶
の
件
で
は
、

い
う
。

午
前
九
時
か
ら
の
セ
レ
舌

集
合
す
る
と
い
う
、
リ
マ
で
は

い
ろ
い
ろ
な
形

式
典
後
、
フ
1
を
三
十
分
も
前
か
ら
念
入
り
ち
ょ
っ
と
し
た
"
騒
ぎ
"
と
た

で
協
力
し
て
く

ジ
モ
リ
大
統
領
に
取
材
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
T
 
っ
た
。
翌
十
六
日
に
は
、
市
内

れ
た
笠
間
市
民

は
、
花
瓶
に
つ
 
V
は
「
こ
ん
な
巨
大
な
セ
ラ
ミ
の
新
聞
二
社
が
花
瓶
の
贈
呈
を

の
方
々
に
お
礼

い
て
の
感
想
を
カ
(
陶
器
)
は
初
め
て
見
る
。

一
面
の
ニ
ュ
I
ス
で
報
じ
た
ほ

申
し
上
げ
ま

「
(
巨
大
花
瓶
非
常
に
印
象
的
だ
。
今
夜
八
時
か
、
政
治
面
で
紹
介
し
た
新
聞

一
の
)
美
し
さ
と
の
ニ
ュ
1
ス
で
、
今
日
の
出
来
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全
紙
が
写
真
入

引
き
渡
し
式

貴
重
さ
は
す
ば
事
と
し
て
紹
介
し
た
い
」
。
フ
り
で
紹
介
し
た
=
写
真
。

竈

で
ス
ピ
I
チ
し

ら
し
く
、
す
べ

酋

た
フ
ジ
モ
リ
大

て
の
ぺ
ル
図

レ

統
領
は
、
ま
ず

民
に
称
賛
さ
れ

ヽ

笠
間
市
民
に
対

る
だ
ろ
う
」
と

ア

ゝ

し
感
謝
の
意
を

鯖
し
た
。
ま
た

表
し
た
。
そ
し

今
後
の
笠
間
市

m
オ
マ

ン
6
8

ヤ
リ

て
、
ペ
ル
1
国

と
の
関
係
に
つ

ラ
6
7

内
の
日
本
人
人

い
て
は
コ
層

緊
密
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

引
き
渡
し
式
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
笠
間
市
民
の
ご
厚
情
は
、
ペ
ル

フ
ジ
モ
リ
大
統
領
。
笠
間
市
民
 
1
の
最
も
美
し
く
重
要
な
博
物

を
代
表
し
て
参
列
し
た
福
田
さ
館
の
庭
に
展
示
さ
れ
る
作
品
と
な
ど
を
収
蔵
す
る
地
下
一
階
、

当
館
に
、
こ
の
よ
う
な
花
瓶
が

ん
ら
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
と
も
に
、
永
遠
の
も
の
に
た
地
上
八
階
建
て
の
堂
々
た
る
建
寄
贈
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
責
任

た

る
」
と
穏
や
か
に
話
し
た
。

物
。
巨
大
花
瓶
を
多
数
の
来
観
を
持
っ
て
保
管
す
る
こ
と
を
約

者
に
見
て
も
ら
う
た
め
、
設
置
束
し
ま
す
」
と
力
強
く
ス
ビ
1

場
所
を
多
く
の
人
が
集
う
中
庭
チ
し
た
。

に
決
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
福
田
さ
ん
は

三
十
人
の
鼓
笛
隊
の
生
演
葵
「
私
の
作
っ
た
花
瓶
が
、
ペ
ル

で
国
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
続
い
て
 
1
と
日
本
の
友
好
親
善
に
な
れ

約
百
人
の
来
賓
客
か
ら
代
表
五
ば
と
考
え
る
」
な
ど
と
ス
ペ
イ

博
物
館
中
庭
こ
置
く

人
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

ン
語
で
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
会

駐
べ
ル
1
日
本
大
使
館
の
西
場
に
は
盛
大
な
拍
手
が
巻
き
起

崎
信
太
郎
大
使
は
「
寄
贈
さ
れ
こ
っ
た
。

臍
鑓
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
い
さ
つ

る
花
瓶
は
、
日
本
か
ら
移
民
が

最
後
は
フ
ジ
モ
リ
大
統
賢
。

来
た
と
き
の
よ
う
に
、
太
平
蝉

「
世
界
最
大
の
花
瓶
の
寄
贈
に

十
月
十
五
日
午
前
九
時
 
(
臼

式
典
は
、
博
物
館
中
庭
に
設
か
ら
約
六
請
離
れ
た
郊
外
に
位
を
船
で
渡
っ
て
き
た
」
と
両
国
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
と
、
約

本
時
間
同
日
午
後
十
一
時
)
、

置
さ
れ
た
花
瓶
の
前
で
行
わ
れ
置
す
る
。
イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
間
の
歴
史
に
触
れ
、
国
立
博
物
五
分
間
に
わ
た
っ
て
ス
ビ
1
チ

曇
り
。
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
が
り
た
。
博
物
館
は
リ
マ
市
中
心
街
か
ら
出
土
さ
れ
た
多
数
の
土
器
館
長
の
イ
ザ
ベ
ル
・
コ
ロ
ネ
ホ
し
、
福
田
さ
ん
と
固
い
握
手
を

マ
市
の
国
立
博
物
館
に
5
0
着
。

多
数
の
護
衛
に
囲
ま
れ
、
物
々

さ
ん
も
「
ペ
ル
ー
の
伝
統
あ
る
交
わ
し
、
三
十
分
に
わ
た
る
華

も
の
を
収
蔵
、
管
理
し
て
い
る
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
1
が
終
了
し

し
い
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
花
瓶

を
制
作
し
た
福
田
さ
ん
の
隣
に

着
席
し
た
。
船
で
約
一
カ
月
か

1
6

た
。
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
、
こ

け
て
運
搬
さ
れ
た
巨
大
花
瓶
の

花
撰
の
制
作
者
、
福
田
実
さ
ん
の
日
開
館
す
る
第
二
の
国
立
博

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
ス
ピ
チ
。
物
館
の
オ
ー
プ
ン
式
に
出
席
す

引
き
渡
し
式
が
、
い
よ
い
よ
始

ま
っ
た
。

騙
囲
礦

こ
の
模
様
は
、
ほ
と
ん
ど
の
テ
る
た
め
、
福
田
さ
ん
と
一
緒
に

レ
ビ
局
の
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
ペ
ル
1
北
部
の
カ
ハ
マ
ル
カ
ヘ

映
さ
れ
た

向
か
っ
た
。

工
ス
大
佐
も
う
れ
し
そ
}
っ
。

軍
人
ら
4
0
人
が
手
分
け

引
き
渡
し
式
前
日
も
、
約
十

人
が
花
瓶
の
回
り
に
花
を
植
え

5
口
開
で
設
置

る
作
業
で
大
忙
し
。
国
家
公
務

貝
の
り
I
ダ
ー
格
、
ワ
ル
テ
ル

八
月
に
横
浜
港
を
出
発
し
た
め
ら
れ
た
。

・
バ
ン
ド
ハ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
さ

花
瓶
は
、
約
一
カ
月
間
の
航
海

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
ん
(
五
五
)
も
「
非
常
に
す
ば
ら
し

で
九
月
二
十
三
日
、
リ
マ
市
内
て
指
示
を
出
し
た
の
が
サ
ン
チ
い
花
瓶
で
、
み
ん
な
こ
の
よ
う

の
カ
ヤ
オ
港
に
到
着
。
日
本
人
ェ
ス
・
パ
チ
ェ
コ
陸
軍
大
佐
。
な
経
験
は
初
め
て
。
一
生
こ
れ

ス
タ
ッ
フ
二
人
が
ペ
ル
1
に
派
そ
の
下
で
、
博
物
館
専
属
の
庭
以
上
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
と

遣
さ
れ
る
十
月
十
日
ま
で
、
花
師
や
国
家
公
務
員
、
軍
人
ら
四
思
う
と
大
変
な
感
激
で
、
だ
か

瓶
は
国
立
博
物
館
内
で
保
管
さ
十
人
が
手
分
け
し
て
作
業
を
進
ら
自
然
と
一
生
懸
命
に
な
り
ま

れ
、
約
五
日
間
と
い
う
短
時
間
め
た
。
「
ペ
ル
1
に
と
っ
て
の
す
」
。
作
業
は
夜
遅
く
ま
で
続

に
急
ビ
ッ
ヂ
で
設
置
作
業
が
進
財
産
に
な
り
ま
す
」
と
サ
ン
チ
き
、
式
典
当
日
を
迎
え
た
。

「文化援助あbがとう」

フジモリ大統領

茨城県に感謝

コロンビア

ェエ アドル

ペルー
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o

ー 太 平 洋 一 一 識 ゝ テ ィ テ ィ


